
　
　
　
　
　
　
　

　
結
核
―
―
。
予
備
知
識
は
ゼ
ロ
に
等

し
か
っ
た
。
資
料
に
目
を
通
す
と
意
外

に
も
「
日
本
は
、
現
在
で
も
世
界
に
お

い
て
中
ま
ん
延
国
」
と
あ
る
。
幼
い
頃

に
受
け
た
「
B
C
G
」
が
、
結
核
の
予

防
接
種
だ
っ
た
こ
と
も
分
か
っ
た
。
人

事
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
病
だ
が
、
日

本
の
経
験
が
世
界
の
結
核
対
策
に
生
か

さ
れ
て
い
る
と
聞
き
、
大
い
に
興
味
を

持
っ
た
。

　
現
在
、
世
界
で
は
実
に
総
人
口
の
約

３
分
の
１
が
結
核
に
感
染
し
て
い
る
。

死
亡
率
は
下
が
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

２
０
１
３
年
の
推
定
で
は
９
０
０
万
の

結
核
発
病
者
の
う
ち
、
１
５
０
万
人
が

命
を
落
と
し
、
３
３
０
万
人
は
適
切
な

診
断
や
治
療
を
受
け
ら
れ
ず
に
い
る
。

結
核
患
者
は
、
主
に
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ

カ
を
中
心
と
す
る
開
発
途
上
国
に
集
中

し
て
お
り
、
開
発
分
野
に
お
け
る
国
際

社
会
共
通
の
目
標
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発

目
標
」
で
も
、
結
核
は
世
界
が
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
東
京
都
清
瀬
市
に
あ
る
公
益
財
団
法

人
結
核
予
防
会
結
核
研
究
所
が
J
I

C
A
と
の
協
力
の
下
、
結
核
対
策
の
強

化
を
目
的
に
、
開
発
途
上
国
の
研
修
員

を
受
け
入
れ
て
研
修
を
始
め
た
の
は
１

９
６
３
年
。
こ
の
歴
史
あ
る
研
修
の
場

を
訪
れ
た
。

　
集
ま
っ
て
い
た
の
は
、
ケ
ニ
ア
や
ミ

ャ
ン
マ
ー
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
12

カ
国
か
ら
来
た
研
修
員
た
ち
だ
。
彼
ら

の
母
国
で
は
、
子
ど
も
の
結
核
や
、

H
I
V
／
エ
イ
ズ
に
感
染
し
た
人
が
免

疫
の
低
下
に
よ
り
結
核
を
発
病
し
、
命

を
落
と
す
危
険
性
の
高
い「
重
複
感
染
」

と
呼
ば
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
問
題
は

深
刻
だ
。
日
本
も
結
核
の
猛
威
と
戦
っ

て
き
た
経
験
が
あ
る
。
今
で
は
薬
で
治

る
時
代
と
な
っ
た
が
、
半
世
紀
前
ま
で

は
多
く
の
死
亡
者
を
出
し
、「
亡
国
病
」

と
恐
れ
ら
れ
た
。

特集 感染症
国境のない戦い

　「
そ
れ
で
も
80
年
代
初
頭
ま
で
に
は
、

結
核
患
者
数
は
著
し
く
減
少
し
ま
し

た
。
国
が
政
策
・
予
算
の
両
面
で
結
核

対
策
を
重
視
し
、
民
間
で
も
各
県
に
結

核
予
防
会
支
部
を
設
置
す
る
な
ど
し

て
、
官
民
が
共
に
予
防
と
早
期
発
見
・

治
療
に
努
め
た
こ
と
が
貢
献
し
た
の
で

す
」。
そ
う
説
明
す
る
の
は
、
同
研
究

所
で
長
年
研
修
を
見
守
っ
て
き
た
山
田

紀
男
国
際
協
力
・
結
核
国
際
情
報
セ
ン

タ
ー
長
だ
。

　
研
修
の
内
容
は
、
世
界
保
健
機
関
の

専
門
家
や
外
務
省
、
厚
生
労
働
省
を
交

え
て
決
定
さ
れ
、
世
界
の
結
核
対
策
に

長
期
的
な
取
り
組
み
を
要
す
る

結
核
対
策

研
修
員
の
日
常
生
活
を

全
面
サ
ポ
ー
ト

結
核
は
日
本
で
も

静
か
に
流
行
中

平
尾
医
師
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

仕
方
か
ら
丁
寧
に
指
導
す
る
。　

　
結
核
は
、
一
国
の
中
で
も
都
市
で
は

感
染
が
広
が
り
や
す
い
の
に
対
し
、
地

方
で
は
医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
難

し
い
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
課
題
が
異

な
る
。こ
う
し
た
複
雑
な
問
題
に
対
し
、

時
代
ご
と
の
国
際
的
な
目
標
を
踏
ま
え

つ
つ
、効
果
的
な
対
策
を
講
じ
る
に
は
、

問
題
分
析
、
改
善
策
の
策
定
、
対
策
活

動
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
な
ど
総
合
的

な
能
力
が
必
要
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
研

修
で
は
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
や
地
方
へ
の

視
察
旅
行
な
ど
手
厚
い
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
立
結
核
ハ
ン

セ
ン
病
研
究
セ
ン
タ
ー
で
働
く
サ
ム
ン

医
師
は
、「
国
に
帰
っ
た
ら
、
今
度
は

私
が
知
識
を
広
め
る
側
に
な
る
。
研
修

で
学
ん
だ
こ
と
を
子
ど
も
の
結
核
対
策

に
生
か
し
た
い
」
と
話
す
。

　
も
う
一
つ
、
研
修
の
特
長
が
あ
る
。

研
修
員
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
ぶ
り

だ
。
公
共
交
通
の
利
用
方
法
を
教
え
た

り
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
参
加
者
を
ハ
ラ
ル

食
品
店
に
案
内
す
る
と
い
っ
た
日
常
生

活
の
支
援
に
加
え
て
、
清
瀬
市
長
自
ら

日
本
文
化
を
紹
介
し
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
日
本
語
学
級
を
開
校
し
た
り
し

て
い
る
。「
世
界
の
結
核
対
策
の
現
場

で
、
研
修
の
修
了
生
に
同
志
と
し
て
再

会
す
る
瞬
間
は
本
当
に
う
れ
し
い
も

の
。
結
核
の
領
域
を
超
え
、
保
健
医
療

分
野
全
体
を
指
揮
す
る
人
材
と
し
て
羽

ば
た
い
て
ほ
し
い
」
と
山
田
医
師
は
ほ

ほ
笑
ん
だ
。 

結核対策の手法につい
てグループごとに発表を
行った

胸部X線写真の読み方を
指導する平尾医師

お
け
る
最
新
の
動
向
と
と
も
に
、
保
健

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
応
用
で
き
る
基
盤
の

知
識
や
日
本
の
経
験
が
学
べ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
に

つ
い
て
、
コ
ー
ス
責
任
者
の
平
尾
晋
医

師
は
、「
結
核
は
菌
が
体
内
に
入
っ
て

か
ら
発
病
す
る
ま
で
数
十
年
か
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
発
症
数

を
減
少
さ
せ
る
に
は
長
期
的
な
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
対
策
も
時
代

に
即
し
た
国
際
的
な
戦
略
に
沿
っ
て
行

う
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
」
と
説
明
す

る
。

　
こ
の
日
は
、
３
カ
月
に
わ
た
る
研
修

の
５
日
目
。
母
国
の
結
核
の
現
状
を
説

明
す
る
研
修
員
ら
の
発
表
も
、
ま
だ
ど

こ
か
お
ぼ
つ
か
な
い
。そ
ん
な
彼
ら
に
、

大阪あいりん地区の視察。ホームレス状態にある人々の生活再建を支援する施
設で公益財団法人大阪公衆衛生協会の事務局長から薬の管理の説明を受けた

清瀬市のボランティアによる日本語教室で
書道を体験する研修員たち 

1965年当時の研修の様子。
講師の島尾忠男医師は、今も
現役で指導にあたっている

世界の結核対策を担う人づくりを
風邪に似た症状だが、放っておくと命にかかわる病、結核。
今なお世界で猛威を振るう結核の制圧を目指した対策に、
日本の研究所が50年以上にわたって取り組み続けている。
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